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セスメン トは,患 者やその家族か ら
得 られた情報および看護師自身の観
察 によって調べられたフィジカルイ







ばよいか戸惑 う場面 も少 なくない。
また,精 神科の臨床科臨床経験が長
い看護師も,長 年の勘や経験,お よ
び慣習のみ を頼 りにす るのではな
く,も う一度患者の訴えを聞き,患
者 の身体か ら得 られ る情報 を整理
し,日 々の看護に役立ててほしい。
これ らの意味を込めて,今 回か ら









お とな し く,内 気 な性 格 だった。
小 ・中 ・高校 と成績 はよく,19歳





閉 じ込 もることが多 くなった。
Ｑ氏 と連絡が取れないことを不審
に思った母親が下宿先 を訪れたとこ










いため,カ マ グ3g/日,ラ キソベ




より体重 は6kg減 少 した。口腔内
は不衛生で,動 作緩慢 と流涎,お よ
び軽い振戦がある。一 日中徘徊 し,
意思の疎通性 は低 く,患 者か ら身体
の不調を聴取することは難 しい。
前回も紹介 した,嚥 下障害のハ イ
リスク患者を表1に 示す。












藤 島一郎 ：動画でわ かる摂 食 ・嚥下 リハ ビリテー ション,P.72,中 山書店,2004.よ り引用,一 部改編
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① 肺 炎 を 過 去 に4回 経 験 して お り,
② 原 因不 明 の体 重 減 少(半 年 で-6
kg,BMIは19.8→17.6),③ 抗 精 神
病 薬 を多 剤 併 用 中(ハ ロペ リ ドー ル
20mg/日,ク ロ ル プ ロ マ ジ ン50mg/
日,レ ボ メ プ ロ マ ジ ン25mg/日),
④ 口腔 内 が不 衛 生,が 当 て は ま る 。




































































































・ハ ロ ペ リ ドール20mg× ハ ロペ リ
ドー ル の換算 係数50=1,000
・クロ ルプ ロマジ ン50mg× クロ
ルブ ロマジ ンの換算係数1=50
・レボ メ プ ロマジ ン25mg× レボ
メプ ロマジ ンの換算係数1=25
・ク ロル プ ロ マジ ン換 算 量1000
＋50＋25=1,075
氏名 年齢 歳 男 ・女
身長 Gm体 重 kg 平成 年 月 日

























※回答 にA(重 い症状,頻 度の 多い症状)に1つ でも
丸がついた場合,嚥 下 障害 ありと判 定する。
大 熊る り他 ：摂食 ・嚥下障害ス クリーニ ング のための質問紙 の開発,日 本摂食 ・











































※血清 アル ブ ミ ン値 ：2.8g/dL








意識  JCS : clear
脳神経 三叉神経 （Ⅴ):
咬筋 （正常)／ 開口 （正常)




























reflex)の 消失,手 指の振戦,握 力の低下 （右握力
5kg・ 左握力3kg)の 存在が認められており,そ
れらは抗精神病薬の副作用によるものと考えられる。
4 口腔内 歯の本数 上顎 10本 (両前歯欠損) 下顎10
本／咬合 可能／○義歯 有 ・○無 ／口腔内衛生状
態 ：か な り汚 い
歯磨きの習慣 ：歯磨きの回数および磨き方 （詳細














5 錐体外路症状の評価8） 薬原性錐体外路症状 （DlEPSS)の 評価
医 師の診 察記 録 よ り,
歩行　2,動 作 緩慢　3,流涎　 3,筋 強剛　2,振
戦　 1,ア カ シジ ア　 1,ジ ス トニ ア　1,ジ ス キ
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座る物 車 いす ・ベ ッ ド ・その 他
・過後 屈 ・右傾 斜 ・左傾 斜② 体幹角度 良婿
③ 頸部角度 良好 渦後 屈 ・右傾 斜 ・左傾 斜
④ 股関節の角度 /45～90/90～135/135～180
⑤ 膝関節の角度 /45～90/90～135/135～180
⑥ 食卓の高さ 良 好 ・高 い





① 栄養法 経 口経管 併用 ・経 管 ・胃痩 ・IVH・ その他
② 食具
当 て はまるもの にすべて:大 スプー ン ・小ス プーン
フ ォーク ・そ の他
・大き す ぎ③ 食具の適正さ 適切
④ 自立度 部分介助 ・全介助














軟 食 ・刻み 食 ・押 しつ ぶ し食 ・ペ ース ト ・ミ
その他(一 口大)
とろみあり
レン ゲ ・ス プー ン ・吸 いのみ
4 食事量 主食(全 量)副 食(全 量)
5 食事時間 (20)分
6 取りこぼし 際 ・有 比較 的多 量 ・少量 ・無)



















固形 な 時々 ・しばしば ・必ず 1捕食時 ・嚥 下中
半流動体
【看護の方向性】





10 呼吸状態 SpO2の デー タ 測定データなし
食事前に覚醒度を上げるために,軽 い体操(嚥












































・パ タカ(?)秒/10回 協力 得 られず


























の問題(欠 損歯)や 摂食動作の問題,口 腔内不











保つ には,摂 食 ・嚥下機能が健康で
なければならない。度を越 さない程
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者の体 の内側での感 じを把握する
(自覚 を促す)こ とが,養 生につな
がると考える。
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